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1. 2022年7月期第3四半期の業績（2021年8月1日～2022年4月30日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年7月期第3四半期 13,051 ― 1,528 ― 1,317 ― 1,048 ―

2021年7月期第3四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2022年7月期第3四半期 33.02 ―

2021年7月期第3四半期 ― ―

（注）1.　当社は、2021年７月期まで連結業績を開示しておりましたが、2022年７月期第１四半期から非連結での業績開示をしております。そのため、2021年７月
期第３四半期の経営数値（累計）及び対前年同四半期増減率については記載しておりません。

（注）2.　当社は、2022年６月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施したため、当事業年度期首に当該株式併合が行われたものと仮定 し、

１株当たり四半期純利益を算定しております。

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年7月期第3四半期 16,709 6,305 37.7

2021年7月期 12,640 5,733 45.4

（参考）自己資本 2022年7月期第3四半期 6,305百万円 2021年7月期 5,733百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年7月期 ― 0.00 ― 1.50 1.50

2022年7月期 ― 0.00 ―

2022年7月期（予想） 20.00 20.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

当社は、2022年６月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施したため、2022年７月期（予想）の１株当たり配当金については、当該株式併合
実施後の金額となります。なお、「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」もご覧ください。

2022年７月期末予想配当金の内訳　普通配当15円00銭、記念配当５円00銭

3. 2022年 7月期の業績予想（2021年 8月 1日～2022年 7月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 20,180 10.4 3,000 12.5 2,600 17.9 2,320 125.0 73.05

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

2022年７月期の業績予想（通期）における１株当たり当期純利益については、株式併合の影響を考慮しております。詳細は、「業績予想の適切な利用に関する
説明、その他特記事項」をご覧ください。



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 有

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年7月期3Q 33,723,415 株 2021年7月期 33,723,415 株

② 期末自己株式数 2022年7月期3Q 1,962,926 株 2021年7月期 1,962,832 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年7月期3Q 31,760,543 株 2021年7月期3Q 33,139,840 株

（注）当社は、2022年６月１日付で普通株式10株につき1株の割合で株式併合を実施したため、前事業年度期首に当該株式併合が実施されたものと仮定し
、発行済株式数（普通株式）を算定しております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（１）将来に関する記載等についてのご注意

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束するものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予
想のご利用にあたっての注意事項は、添付資料３ページ「１．（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（２）当社は、2022年６月１日をもって、普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施いたしました。なお、株式併合を考慮しない場合の2022年７月期の配当
予想及び業績予想は以下のとおりとなります。

　１．2022年７月期の配当予想

　　　　１株当たり配当金 　　　　期末 　　普通配当 １円50銭　記念配当　50銭

　２．2022年７月期の連結業績予想

　　　　１株当たり当期純利益 　通期 　　 ７円30銭
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社は、2021年７月期まで連結業績を開示しておりましたが、2022年７月期第１四半期から非連結での業績開示をし

ております。そのため、当第３四半期累計期間の前年同四半期の数値及びこれに係る対前年同四半期増減率等の比較分

析は行っておりません。

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の拡大を抑制するための緊急事態宣言やま

ん延防止等重点措置の発出があったもののその後解除され、経済社会活動が正常化に向かう動きがみられました。また、

日本銀行による金融緩和政策は継続され、景気の下支え効果が期待されております。一方、ロシアのウクライナ侵攻に

伴う原材料価格の上昇やアメリカの金融引き締め政策など不透明な状況が依然として続くものとみられます。

こうした状況下、当社は東京都心部や関西地区を中心に権利調整案件や収益用不動産などの販売用不動産の売却活動

及び仕入活動を行ってまいりました。当第３四半期累計期間においては、東京都千代田区、中央区、港区、新宿区、渋

谷区、杉並区、武蔵野市、神奈川県、関西地区等に所在する販売用不動産を売却し、そのほか、全国に所在する収益レ

ジデンスを売却してまいりました。

なお、新型コロナウイルス感染症による当社に与える影響につきましては、感染拡大防止に努めながら営業活動を行

い、影響は軽微であります。

以上から、売上高は130億51百万円、営業利益は15億28百万円、経常利益は13億17百万円、四半期純利益は10億48百万

円となりました。

当第３四半期累計期間における各事業の種類別セグメントの概況は次のとおりであります。

①不動産再活事業

上記のとおり、東京都千代田区、中央区、港区、新宿区、渋谷区、杉並区、武蔵野市、神奈川県、関西地区等に所在

する販売用不動産や全国各地に所在する収益レジデンス等を売却いたしました。

以上から、不動産再活事業の売上高は129億21百万円、営業利益は18億68百万円となりました。

②不動産賃貸収益等事業

不動産賃貸収益等事業は、当社が保有する不動産物件に係る受取賃料収入や収入手数料等で構成されております。販

売用不動産の売却により当社の保有期間に受け取る賃料が減少したことから不動産賃貸収益等事業の売上高は１億29百

万円、営業利益は１億13百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

（流動資産）

当第３四半期会計期間末における流動資産は141億32百万円（前事業年度末は100億70百万円）となりました。主な内

訳としては、現金及び預金が17億18百万円（同16億19百万円）、販売用不動産が122億21百万円（同79億68百万円）など

であります。

（固定資産）

当第３四半期会計期間末における固定資産は、25億76百万円（同25億70百万円）となりました。主な内訳としては、

関係会社出資金が９億17百万円（同９億17百万円）、長期貸付金が10億16百万円（同10億16百万円）などであります。

（流動負債）

当第３四半期会計期間末における流動負債は、80億21百万円（同49億83百万円）となりました。主な内訳としては、

短期借入金が46億円（同23億14百万円）、１年内返済予定の長期借入金が11億45百万円（同77百万円）、預り金が16億

21百万円（同22億円）などであります。

（固定負債）

当第３四半期会計期間末における固定負債は、23億81百万円（同19億23百万円）となりました。主な内訳としては、

長期借入金が23億58百万円（同19億３百万円）などであります。

（純資産）

当第３四半期会計期間末における純資産は、63億５百万円（同57億33百万円）となりました。主な内訳としては、資

本金が24億28百万円（同24億28百万円）、資本剰余金が２億94百万円（同２億94百万円）、利益剰余金が45億85百万円

（同40億13百万円）、自己株式が△10億２百万円（同△10億２百万円）などであります。以上の結果、自己資本比率は

37.7％となりました。
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（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2021年９月14日に公表した2022年７月期業績予想値に変更はありません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2021年７月31日)

当第３四半期会計期間
(2022年４月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,619,173 1,718,874

販売用不動産 7,968,969 12,221,573

その他 482,033 191,950

流動資産合計 10,070,176 14,132,399

固定資産

有形固定資産 5,454 4,954

無形固定資産 206 4,146

投資その他の資産

その他 2,931,190 2,934,531

貸倒引当金 △366,718 △366,718

投資その他の資産合計 2,564,472 2,567,813

固定資産合計 2,570,133 2,576,913

資産合計 12,640,310 16,709,312

負債の部

流動負債

短期借入金 2,314,000 4,600,000

1年内返済予定の長期借入金 77,172 1,145,464

預り金 2,200,417 1,621,045

未払法人税等 270,787 135,058

賞与引当金 - 4,726

その他 120,905 515,685

流動負債合計 4,983,282 8,021,979

固定負債

長期借入金 1,903,234 2,358,464

退職給付引当金 20,477 23,392

固定負債合計 1,923,711 2,381,856

負債合計 6,906,993 10,403,835

純資産の部

株主資本

資本金 2,428,102 2,428,102

資本剰余金 294,072 294,072

利益剰余金 4,013,716 4,585,896

自己株式 △1,002,574 △1,002,624

株主資本合計 5,733,316 6,305,446

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 - 29

評価・換算差額等合計 - 29

純資産合計 5,733,316 6,305,476

負債純資産合計 12,640,310 16,709,312
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)
当第３四半期累計期間
(自 2021年８月１日
　至 2022年４月30日)

売上高 13,051,372

売上原価 10,926,335

売上総利益 2,125,036

販売費及び一般管理費 596,798

営業利益 1,528,238

営業外収益

受取利息 6,822

雑収入 1,372

営業外収益合計 8,195

営業外費用

支払利息 123,438

支払手数料 45,969

消費税相殺差損 49,901

その他 0

営業外費用合計 219,310

経常利益 1,317,123

特別損失

和解金 8,700

特別損失合計 8,700

税引前四半期純利益 1,308,423

法人税、住民税及び事業税 224,534

法人税等調整額 35,299

法人税等合計 259,834

四半期純利益 1,048,588
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等を

第１四半期会計期間の期首から適用しております。収益認識会計基準等の適用による四半期財務諸表に与える影響は

ありません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号2020年３月31日）第28-15項に定め

る経過的な取扱いに従って、前第３四半期累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載してお

りません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）等

を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基

準第10号2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針

を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期財務諸表に与える影響はありません。

（販売用不動産に係る控除対象外消費税等の会計処理の変更）

当社は従来、販売用不動産に係る控除対象外消費税等については、発生した事業年度の費用として営業外費用に計

上しておりましたが、2021年８月１日以後取得する販売用不動産に係る控除対象外消費税等については、当該販売用

不動産の取得原価へ算入する方法に変更いたしました。

これは、2020年度税制改正において、居住用賃貸建物の取得等に係る消費税の仕入税額控除制度の適正化に係る見

直しが行われ、2020年10月１日以後に行う居住用賃貸建物に係る課税仕入れ等の税額については、仕入税額控除制度

の適用を認めないこととされたこと（以下、「税制改正」といいます。）に伴い、当社の販売及び仕入方針の見直し

を行ったためのものであります。

当社では、販売目的で保有する居住用賃貸建物に係る消費税については、これまで、その全部または課税売上割合

に応じた一部を仕入税額控除の対象としておりましたが、当該税制改正により、2020年10月１日以後において課税仕

入れの時点で居住用賃貸建物に該当する建物については、その保有目的にかかわらず、当該建物に係る課税仕入れ等

の税額は、当該建物を販売するまで、原則として仕入税額控除制度の適用を受けられないこととなり、仕入税額控除

が認められず、その全部が控除対象外消費税等とされました。

これにより、販売用不動産に係る控除対象外消費税等について、これまでの発生した事業年度の費用として営業外

費用に計上する会計処理を変更し、取得原価に算入し、販売した年度の売上高に対応する売上原価として費用化する

ほうが、適正な期間損益計算及び費用収益対応の観点から、より合理的であると考えたものであります。

当該変更は当期首から適用しております。この結果、当第３四半期累計期間の四半期損益計算書は営業外費用が80

百万円減少し、経常利益、税引前四半期純利益がそれぞれ80百万円増加しております。前事業年度においては影響額

が存在しないため遡及修正は行っておりません。
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